
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ⑪

利用規約と関連法律を解説を行い、総合的な演習を始める

第 15 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ⑨

利用規約と関連法律を解説を行い、わかりやすい文書を発表する

第 16 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ⑩

利用規約と関連法律を解説を行い、わかりやすい文書演習の振り返りを行う

第 13 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ⑦

利用規約と関連法律を解説を行い、ユーザービリティを考える

第 14 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ⑧

利用規約と関連法律を解説を行い、わかりやすい文章を考える

第 11 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ⑤

利用規約と関連法律を解説を行い、ライティング演習結果の振り返りを行う

第 12 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ⑥

利用規約と関連法律を解説を行い、ユーザー視点を磨く

第 9 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ③

利用規約と関連法律を解説を行い、ライティングの演習を行う

第 10 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ④

利用規約と関連法律を解説を行い、ライティング演習結果の発表を行う

第 7 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ①

利用規約と関連法律を解説を行い、ライティングの基礎を学ぶ

第 8 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ②

利用規約と関連法律を解説を行い、ライティングの基礎を深める

第 5 週
チームペルソナ＆シナリオ作成

Canvaのホワイトボードを使用して各チームのペルソナを作る

第 6 週
アイデア発想法／ファシリテーション手法マツコ

動画視聴学習を行い、学習の定着を図る

IT活用事例を学び、企画を固め、必要な人員を整備し、タスクマネジメントを実践する

第 3 週
UXデザイン概要・プラグマティックペルソナ解説

Canvaのホワイトボードを使用して各チームのペルソナを作る

第 4 週
マイクロカスタマージャーニー解説・チームペルソナ＆シナリオ作成

Canvaのホワイトボードを使用して各チームのペルソナを作る

参考文献・資料
• 良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方

• ザ・ダークパターン

履修上の留意点 特になし

授業計画

第 1 週
オリエンテーション、企画、プロジェクトマネジメント

各プロジェクトの企画検討を行う・自主的に進級課題制作の内容を決める

第 2 週
チーム構築、企画、タスクマネジメント、WBS、IT活用事例

100%

授業内容を盛り込んだ課題提出の習熟度と年間プロジェクトの制作発表会の評価をもとに総合的に行う

授業外における学修 特になし

教科書・教材 なし

0% 課題評価 20% 平常評価 60% 合計

授業方法 講義、演習、発表、グループ学習、アクティブラーニング、レポート

実務家教員による
実践的教育の内容

実務経験のある教員が全時間を通して、講義・演習管理・課題・成績評価までトータルで担当、実務経験を織り交ぜなが
ら、最新技術動向なども授業内で展開を行い、学生の興味を誘発する

成績評価方法

筆記試験
定期試験 0%

筆記試験
小テスト 20% 実技試験

連携企業等 株式会社ふわっと

授業概要
サービス企画手法を学び、UXを中心に企画内容を具体化する。企画書の書き方や利用規約などを題材に技術者として
のライティング技術を学ぶ。毎回の授業でアウトプットし、着実なライティング素養を身に着ける。

到達目標
プロジェクトの立ち上げ、チーム構築、企画、開発、サービスのリリースができる。リリースしたサービスの運用と改善を行
い、サービスを広げることができる。年4回の発表会において、チームの活動について分かりやすくプレゼンテーションでき
る。

教員の実務経験 有：実務経験のある教員による授業科目 実務経験職種 ウェブデザイナー

企業等連携授業 該当する
職業実践専門課程
の企業等連携科目

該当しない

通年

必修/選択区分 必修 授業形態 講義

担当教員 岡田　陽一

2025

科目名 サービスデザイン 科目コード C180

授業時間/週 前期2,後期2 時間/週 年次 2年 学期



第 34 週
気持ちいいインタラクションがつくりだすインターフェースデザイン

1年間の学習を復習し、デザインの意義を確認する

第 32 週
ザ・ダークパターン ⑩

ダークパターンを総合的に振り返り、更なる技術定着を行う

第 33 週
ライティング基礎（メール）

1年間で学習した内容を振り返り、メールライティングにチャレンジする

第 30 週
ザ・ダークパターン ⑧

ダークパターン解消提案の発表を各チームごとに行う

第 31 週
ザ・ダークパターン ⑨

ダークパターン解消提案のフィードバックを各チームごとに行う

第 28 週
ザ・ダークパターン ⑥

ダークパターンを実践的な解消の演習を行う

第 29 週
ザ・ダークパターン ⑦

ダークパターンの事例を更に調べて、各チームで解消提案を作成する

第 26 週
ザ・ダークパターン ④

ダークパターンの解消方法を考える演習の発表を行う

第 27 週
ザ・ダークパターン ⑤

ダークパターンを自分たちの制作課題の中で見つける

第 24 週
ザ・ダークパターン ②

身近なダークパターンを探し、理解を深める

第 25 週
ザ・ダークパターン ③

ダークパターンの解消方法を考える演習を行う

第 22 週
後期プレゼン用資料・パネル制作

後期のプレゼンテーションを前期で学習した内容をベースにブラッシュアップする

第 23 週
エンジニアの矜持：ザ・ダークパターン ①

ダークパターンの事例を学び、デザインの基礎を身に着ける

第 20 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ⑭

グループ間で演習発表のフィードバックを行う

第 21 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ⑮

利用規約と関連法律を解説を行い、総合的な理解を振り返る

授業計画

第 18 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ⑫

演習をグループで行い、相互にフィードバックする

第 19 週
良いウェブサービスを支える「利用規約」の作り方 ⑬

各グループの演習結果を発表する


